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①日本ブーム創出 ②現地で稼ぐ ③日本で消費

日本の魅力の効果的発信
現地で稼ぐための
プラットフォーム構築

日本に呼び込み
大きく消費を促す

クールジャパン戦略について

○コンテンツ、ファッション、アニメ等、海外で人気の高い日本の商品・サービスは多数存在。
こうした「日本の魅力」を「産業」に転換し、経済再生・地域活性化につなげることが必要。

○しかしながら、日本の魅力を海外にアピールする上で潜在能力を十分発揮できておらず、海外需
要を取り込めていない。

○特に、クールジャパンを支えるクリエイター、デザイナー等や中小企業は、足がかりにすべき海外
拠点がない、金融機関からの資金調達が困難である等の理由により、単独で海外展開することは
困難な状況。

○このため、戦略的な海外展開のためのクールジャパン戦略の早期作成、実行が必要。

現状と課題

ローカライズ支援等 リスクマネー供給

外国人観光客・ビジネス客の集客

戦略的海外展開のための対応

ビジット・ジャパン
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コンテンツの海外展開

日本のコンテンツ専用チャンネル
の確保や商業施設等における関
連商品の販売



コンテンツ

観光

衣

食

住

＜消費財（BtoC）＞

○ファッション・アパレル
○美容・化粧品

○外食（寿司、ラーメン、菓子等）
○レトルト等加工食品
○酒・飲料
○食器・調理器具

○家電、ウォシュレット等
○インテリア・家具
○文房具・雑貨・伝統工芸品

○アニメ
○音楽番組
○情報番組 等

○ファッション番組
○ドラマ 等

○料理番組
○ドラマ 等

○バラエティ番組
○ドラマ 等

○旅番組
○情報番組 等

１．日本ブーム演出
（配信・放送メディア）

２．現地で稼ぐ
（ロジスティックス・ 商業拠点）

３．日本で消費
（インバウンド）

現地放送局との提携等を通
じた放送・配信チャネル確保

○店舗（キャラクターグッズ等）
○イベント・ライブ会場
○CM出演（タレント）
○ダンス教室・ゲーセン 等

○店舗（服、ネイルサロン等）
○ECサイト
○ファッションショー 等

○店舗・レストラン
○スーパー・コンビニ 等

○店舗（家電量販店等）
○ディーラー
○ECサイト 等

○旅行代理店（ツアー）
○航空会社 等

商業施設など小売流通業との
連携等による販路開拓

「ビジット・ジャパン」

○秋葉原【オタク層】

○銀座【マダム層】
○渋谷【カワイイ系】
○原宿【ストリート系】

○築地【寿司】
○野田【醤油】

○京都【ラグジュアリー
層】

○北海道【スキー客】
○沖縄【ダイビング客】

異業種連携による
インキュベーション
の仕組み

○特定分野で企業が「大き
く稼ぐ」海外事業を行う際の

リスクマネー供給

○全体戦略の立案及び

個別企業への各種行政
サービス

クールジャパン関連商品

国富の増大

○観光名所
○旅館・ホテル等

※日本発のコンテンツ・ファッション・食・
観光等を海外の消費者に周知し、現地
で日本ブームを創出

※物販やサービス提供を通じて現地で
収益をあげる仕組みを構築（店舗、EC、
TVショッピング等）

※本場（聖地）に日本ファンを
呼び込み、日本での消費に結
びつける仕組みの構築 2

【参考】「大きく稼ぐ」クールジャパン戦略の全体像



１．コンテンツの海外展開

【知的財産推進計画２０１３（平成25年６月25日知的財産戦略本部決定）】

（各国放送枠の確保や各地での日本イベントの実施）
• 日本のコンテンツや食と産業、文化を効果的にアピールするため、関連産

業との連携や海外現地放送局・配信事業者との提携などにより、将来のビ
ジネス展開を見据えた各地域の文化やニーズに合わせたコンテンツの現
地化、売り込み、海外のチャンネルや放送枠の確保を促進し、日本の産業
や文化と一体となった魅力あるコンテンツを供給する取組を支援する。（短
期）（外務省、総務省、経済産業省、農林水産省） 。

 経済産業省・２０１３年度施策内容
• （株）海外需要開拓支援機構や「ジャパン・コンテンツ海外展開事務局(J-

LOP)」などを中心に、コンテンツのローカライズ支援、海外市場へのプロ
モーションの強化、日本コンテンツの流通チャンネルの確保などを図る。

知的財産推進計画２０１３
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《事業イメージ》

（１）ローカライズ支援

クールジャパン戦略に役⽴つ番組、映
画、電⼦コミック、ゲーム等の映像コ
ンテンツ等のローカライズ（字幕付
与、吹替え等）につき、その費⽤の⼀
部を、Ｊ－ＬＯＰ（ジャパンコンテン
ツ海外展開事務局）を通じ、コンテン
ツホルダー等に対して補助する。

【補助率】１／２

（２）プロモーション等支援

クールジャパン戦略に役⽴つ番組、映
画、電⼦コミック、ゲーム、⾳楽等の
コンテンツのプロモーションにつき、
その費⽤の⼀部を、Ｊ－ＬＯＰを通
じ、コンテンツホルダー等に対して補
助する。

【補助率】 １／２

（経産省・総務省
の共同予算）

（経産省の
単独予算）

補正におけるコンテンツ海外展開支援施策：１５５億円
（うち 経産省：１２３億円、総務省：３２億円）

95億円程度 60億円程度

○映像コンテンツの海外流通を促進するため、以下の⽀援を実施。
（１）海外展開に必要な映像素材のローカライズ（字幕、吹き替え等）コストの補助
（２）プロモーション（ＰＲイベントの開催、渡航費等）コストの補助

○海外におけるコンテンツ流通の状況に柔軟に対応しつつ、ある程度の期間、
継続的かつ安定的に講じるため、基⾦を設⽴。
（交付決定：平成２７年３⽉まで。補助⾦の⽀払い：平成２７年１２⽉まで。）

１－①．日本の魅力の効果的発信 ～コンテンツ海外展開等促進事業～
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○説明会 開催回数： ７４回
・Ｊ－ＬＯＰ主催（一般向け）はうち４６回
・日本民間放送連盟、日本映画製作者連盟、音楽産業文化振興財団等各種業界向けにも開催
・地方説明会（５月,９月：近畿経済産業局、５月：北海道経済産業局、６月：沖縄経済産業局）も開催

参加社数：２,５９３社
○申請件数：３,０１９件 ○交付決定件数：１,８５８件

①以前は原則、現地での確実な放送が要件だったものを、放送計画での申請を可能とした。
②単独での見本市出展を支援。
③キャラクターやコンテンツを効果的に活用した非コンテンツ産業のプロモーションを支援対象に追加。

１－①．日本の魅力の効果的発信
～コンテンツ海外展開等促進事業の執行状況について～

○平成２５年
２月７～２７日 基金設置法人の公募
３月１４日 基金設置法人の決定・公表（映像産業振興機構）

※映像産業振興機構内に専門の事務局を設置
「ジャパンコンテンツ海外展開支援（Ｊ－ＬＯＰ）事務局」 事務局長 市井三衛
３月１９日 基金設置法人から支援対象案件の募集開始

随時 支援対象案件の審査、交付決定
○平成２７年 ３月末・・・交付決定締め切り 平成２７年 １２月末・・・補助金の支払い完了

執行関連スケジュール

執行状況（平成２６年３月末時点）

要件緩和
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１－①．日本の魅力の効果的発信
～コンテンツ海外展開等促進事業 支援対象案件例～

ローカライズ

放送チャンネル

『Channel JAPAN』
発信国・地域：アジア広域
日経・TBSスマートメディア

『WAKUWAKU JAPAN』
発信国・地域：インドネシア
スカパーＪＳＡＴ

『ドラえもん』
発信国・地域：英語圏（全世界）

株式会社藤子・F・不二雄プロ

電子コミック

© Fujiko-Pro

『ちびまる子ちゃん』
発信国・地域：中国
日本アニメーション・インターナショ
ナル株式会社

アニメ

© SAKURA PRODUCTION / NIPPON ANIMATION

プロモーション

・MIPTV、MIPCOM(フランス）
・AFM/アメリカン・フィルム・マーケット(アメリカ）
・AFA/アニメ・フェスティバル・アジア（シンガポールほか）

各コンテンツ⾒本市への出展⽀援（BtoB, BtoC)

海外におけるイベントの参加例

カンヌ映画祭（5/15-26)

世界最大の映画の祭典である、カンヌ映画祭のコンペ
ティション部門等に選出された日本映画について、映
画祭におけるプロモーション （映画出演者や監督等
への現地記者会見やレセプション開催等）を支援。

○『そして父になる』（ＧＡＧＡ）
第66回カンヌ国際映画祭コ
ンペティション部門において
審査委員賞を受賞

海外見本市への出展例

JAPAN EXPO
フランス・パリで開催されるヨー
ロッパ最大の日本文化とエン
ターテイメントの祭典「JAPAN
EXPO 2013」（7/4-7開催)にお
ける日本のコンテンツの共同
出展、プロモーションを支援。

コンテンツを有効活用した
海外におけるイベント実施例

ASIA STYLE COLLECTION
（シンガポール開催）への

東京ガールズコレクションの参画
シンガポールにて開催のASIA STYLE 
COLLECTIONへの東京ガールズコレク
ションの参画。日本人アーティストラ
イブに日本ファッションブランド
ショーを織り交ぜ、日本音楽・ファッ
ションカルチャーを発信するイベント
を実施。

© WAKUWAKU JAPAN
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政府出資
（財投特会 等）

民間出資

出資

事業会社 等

民間企業 等

コンソーシアム
各企業

出資
出資 投資

平成26年4月1日
時点出資金
３８５億円

リスクマネー
供給機能

＜投資対象の例＞［クールジャパン機構］

設立時：３００億円

※平成25年度予算
５００億円

平成26年度予算
３００億円

平成26年4月1日
時点出資金

８５億円

○機構は、民間部門では成し得なかった、海外需要獲得の基盤となる「プラットフォーム」

（拠点）や「サプライチェーン」（流通網）の整備などを率先して展開する。

○魅力ある財・サービスの海外展開の出口を拡充し、企業のみならず、創造的なクリエイター、デザイナー等

が付加価値に見合うビジネスを展開できる地盤を整える。

※存続期間：概ね20年程度

メディア・ネット空間型の流通拠点

放送
配信

日本のＴＶ番組・アニメ等のコンテンツ
アニメ

©BAKUGAN PROJECT

© BAKUGAN PROJECT

商品
販売

化粧品
など

アイドル系
ドキュメンタリー映画

玩具
など

出展：NEW PEOPLE資料

テレビ放映・配信等
＋グッズ等販売

物理的空間型の流通拠点

食

衣

住

日本食レストランアパレルショップ インテリアショップ

コスメ

商業施設展開・活用（ジャパン・モール）

“地域クール・ジャパン企業”応援

南部鉄器(海外向け) 輪島塗スマホカバー

パティシエ・ケーキ店 ブライダルサービス

出資 等

１－②．流通網・プラットフォームの整備
～クールジャパン機構によるリスクマネー供給～
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２．日本でのイベント開催及び海外情報発信

【知的財産推進計画２０１３（平成25年６月25日知的財産戦略本部決定）】

（各国放送枠の確保や各地での日本イベントの実施）
• 日本コンテンツのさらなる海外展開の推進、アジアを中心としたクリエー

ター・バイヤーの招聘、若手クリエーターの発掘の強化、ソーシャルメディア
などを活用した発信力の強化などのために、東京国際映画祭を始め、国内
で開催する国際映画祭や国際映像見本市などの開催を支援する。（短期・
中期）（経済産業省、文部科学省）

 経済産業省・２０１３年度施策内容
• コ・フェスタの開催を通じ、国内で開催する各種イベントの連携促進及び一

体的な情報発信を行い、クリエーター・バイヤー招聘や若手クリエーター発
掘強化を支援。

知的財産推進計画２０１３
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○海外主要メディアで放送・配信される日本コンテンツを増やすべく、映画や音楽、アニメなど複数のコンテンツを
集めた国際見本市を開催（平成25年10月22～24日於：東京・お台場）。

○海外バイヤー等への情報発信強化やセミナー内容の充実等により、平成25年の商談件数（4,844件、対前年比
約20％増）、成約金額（6,495万ドル、同約25％増）ともに大幅増。

日本でのイベント開催及び海外情報発信
～新たな国際見本市「Japan Contents Showcase」～
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３．海賊版対策と正規版流通

【知的財産推進計画２０１３（平成25年６月25日知的財産戦略本部決定）】

（正規品の流通拡大と一体となった侵害対策の推進）
• 模倣品・海賊版対策を強化するため、官民一体となった働きかけや各国との連携

により侵害発生国での模倣品・海賊版の取締りやインターネット上からの削除と
いったエンフォースメントの一層の強化を図るとともに、侵害対策と一体となった正
規コンテンツの流通促進のための取組を支援する。（短期）（外務省、経済産業省、
総務省、文部科学省、財務省、農林水産省）

 経済産業省・２０１３年度施策内容
• 各国取締り機関などと連携し、CD、DVDなどの海賊版の取り締まりを実施するとと

もに、侵害が顕著な海外の配信サイトなどについて違法アップロードされた動画コ
ンテンツや出版コンテンツの迅速な削除要請を推進。

• ・侵害対策と並行して、国内のコンテンツ権利者と著作権侵害発生国のインター
ネット配信事業者とのマッチングなど、著作権侵害発生国での正規配信を推進す
る取組を支援。

知的財産推進計画２０１３
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コンテンツホルダー

海賊版サイト

海
外
視
聴
者

コ
ン
テ
ン
ツ
の

価
値
の
最
大
化

普及啓発海外展開

【各種対策】

規制緩和

政府間交渉

正規版サイト各
国
政
府

 ①海賊版の「削除」を効率的に行い、それと同時に②ファンを海賊版から正規版サイトへ 「誘導」する
仕組みを構築し、更に③国内外の視聴者等に「普及啓発」を行うという３つの課題に一貫して戦略的に取

り組むことが重要。

 これらの取組の連携を通じて、国内外のファン層を維持・拡充しつつ海賊版サイトが市場から消滅してい
く、コンテンツ対価を支払う仕組みが主流化するような、良貨が悪貨を駆逐する仕組みの構築を行う。

＜コンテンツの価値の最大化に向けた取組＞

今まで海賊版で見ていた海外のファ
ンに対して海賊版に代わる “本物”

を触れられる仕組みが必要

官民協働
の取組

海賊版対策

個社の取組

政府による支援

個社の取組

官民協働
の取組

【課題】

①削除

②誘導

③普及啓発
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４．プロデューサー人材育成

【知的財産推進計画２０１３（平成25年６月25日知的財産戦略本部決定）】

（グローバル人財の育成）
• 留学・海外研修や海外クリエーター・プロデューサーとの交流を通して、海

外でのコンテンツ制作の技能・知識を習得させるとともに、国際的な感覚を
身に付ける機会を設け、国際的に通用するクリエーター・プロデューサーを
育成する。（短期・中期）（文部科学省、経済産業省）

 経済産業省・２０１３年度施策内容
• 米国といった最先端の映画・映像製作関連の教育機関への留学を支援する

事業を実施するとともに、国際的なコンテンツ制作のノウハウなどに関する
セミナーの開催や関係府省と連携し、国際実務に精通する関係者のネット
ワーク構築を推進。

知的財産推進計画２０１３
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※2012年度は、3名の支援対象者を決定。

海外フィルムスクール

①留学

②卒業後、国内外で通用する国際的プロデューサーに

国内コンテンツ業界

コンテンツ産業のプロデューサーの育成支援として、ハリウッドなどが培って
きた国際的な手法を学べる海外フィルムスクールに留学。 短期留学も実
施。

研修やグループワークでのトレーニングを通して、若手人材に人的交流の機
会を提供し、将来の国際共同製作にむけた人的ネットワークの構築を図る。

連携地域プロデューサー

国内プロデューサー志望

海外プロデューサー

国際共同製作の実現

海外マーケット

【長期留学】

海外留学支援制度

国内人材育成支援制度

【派遣者のイメージ】
・アニメ制作会社・プロデューサー
・エンタメ関係コンサル･マネージャー
・大学院生

最先端の映画製作を学ぶとともに、映像関連の海外ネットワークを構築し、国際的に活躍できる人材を育成するため、海外教
育機関（フィルムスクール）への留学を支援することで、グローバル市場での収益獲得への転換を図る。

コンテンツビジネスに関する法務・会計・資金調達等のグローバルスタンダードな知識を有するプロデューサー人材の育成に
より、映像の海外展開や国際共同製作の促進を図る。

キャリアアッ
プのためのア
ドバイス

国際⼈材育成委員会を中⼼とした産業界から
の⽀援・連携

就業先紹介・
斡旋

本⼈希望を考慮
して就業先決定

職場に復帰⽇本での独
⽴を希望

⽇本で新規
就業希望

⽶国での活
動を希望

⽶国就労のため
のアドバイスと

サポート

国際共同製作の
主たる担い⼿と
しての⽀援

業界関係者等
の紹介

⽇本とハリウッ
ドの橋渡し役と
して⽀援

インディペンデ
ントプロデュー
サーとして独⽴

⽶国の企業
にて就業

企業との
⾯談

⽀援制度活⽤後の進路

プロデューサー人材育成
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